
は
じ
め
に

く
し
ゃ
み
・
鼻
み
ず
・
鼻
づ
ま
り
を
３
主
徴
と

す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
中
で
も
ス
ギ
花
粉
症

は
も
は
や
「
国
民
病
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

鼻
呼
吸
は
健
康
を
守
る
た
め
の
基
本
で
す
。
外
敵

か
ら
体
を
守
り
、
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
ゆ
く
た

め
に
は
、
病
状
や
体
質
に
合
っ
た
治
療
法
を
選
択

し
、
日
常
生
活
上
の
工
夫
を
し
て
ゆ
く
こ
と
も
大

切
で
す
。
く
し
ゃ
み
・
鼻
み
ず
・
鼻
づ
ま
り
で
お

困
り
の
方
は
、
ま
ず
は
お
近
く
の
耳
鼻
咽
喉
科
か

か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

鼻
の
し
く
み
と
役
割

鼻
の
内
部
（
鼻
腔
）
は
呼
吸
に
伴
い
外
部
か
ら

侵
入
し
て
来
る
花
粉
や
ほ
こ
り
、
ウ
ィ
ル
ス
や
細

菌
、
カ
ビ
な
ど
外
部
か
ら
の
異
物
に
常
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
鼻
腔
は
こ
れ
ら
が
体
の
深
部
へ
侵

入
す
る
の
を
防
ぎ
、
冷
た
い
空
気
を
温
め
、
加
湿

す
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
鼻
腔
は
血
流
の
多
い

薄
い
粘
膜
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
異
物
を

捕
え
、
空
気
を
加
温
・
加
湿
す
る
た
め
に
適
度
な

狭
さ
と
湿
り
気
が
必
要
で
、
知
覚
神
経
が
異
物
の

侵
入
を
感
知
す
る
と
く
し
ゃ
み
中
枢
や
分
泌
中
枢

を
介
し
て
異
物
を
鼻
汁
に
包
み
跳
ね
返
す
よ
う
な

反
射
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

は
、
鼻
過
敏
症
と
も
呼
ば
れ
、
特
定
の
異
物
に
対

し
て
鼻
の
防
御
機
能
が
必
要
以
上
に
敏
感
に
な
っ

た
状
態
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
鼻
に
は
嗅
覚
機
能

が
あ
り
ま
す
が
、
嗅
覚
が
低
下
す
る
と
食
事
が
楽

し
く
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
傷
ん
だ
食
べ
物
が

分
か
り
に
く
く
な
る
、
火
事
や
ガ
ス
漏
れ
の
発
見

が
遅
れ
る
な
ど
の
思
わ
ぬ
危
険
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
鼻
に
は
声
を
共
鳴
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、

鼻
が
詰
ま
れ
ば
「
閉
鼻
声
」
と
呼
ば
れ
る
鈍
く
こ

も
っ
た
印
象
の
声
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
し
く
み

人
間
の
体
に
は
異
物
の
侵
入
を
排
除
す
る
「
免

疫
」
と
い
う
仕
組
み
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
外
部

か
ら
異
物
（
抗
原
）
が
体
内
に
侵
入
す
る
と
、
そ

れ
に
対
抗
す
る
た
め
に
「
抗
体
」
と
い
う
物
質
が

体
内
に
作
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
再
び
同
じ
抗
原

が
侵
入
し
て
き
た
場
合
に
は
抗
原
に
抗
体
が
と
り

つ
い
て
抗
原
を
排
除
し
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
免
疫
の
働
き
が
何
ら
か
の
原
因
で
過
敏
に
な

り
、
体
に
と
っ
て
不
都
合
な
症
状
が
出
て
き
て
し

ま
う
の
が
「
ア
レ
ル
ギ
ー
」
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
に
お
い
て
は
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
と
い
う
特
殊
な

抗
体
が
作
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
は
「
肥
満
細

胞
」
と
い
う
細
胞
の
表
面
に
と
り
つ
い
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
鼻
か
ら
吸
入
さ
れ
た
抗
原
が
Ｉ
ｇ
Ｅ

抗
体
に
結
合
す
る
と
肥
満
細
胞
か
ら
ヒ

ス
タ
ミ
ン
や
ロ
イ
コ
ト
リ
エ
ン
（
Ｌ
Ｔ

ｓ
）
な
ど
の
化
学
伝
達
物
質
が
放
出
さ

れ
ま
す
（
図
１
）。
こ
れ
ら
が
鼻
粘
膜

の
血
管
や
神
経
を
刺
激
し
て
、
鼻
の
粘

膜
を
む
く
ま
せ
た
り
、
く
し
ゃ
み
反
射

を
誘
発
し
ま
す
。

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
主
に
く

し
ゃ
み
と
鼻
水
が
増
え
る
仕
組
み
と
、

頑
固
な
鼻
づ
ま
り
を
来
す
仕
組
み
に
は

違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

化
学
伝
達
物
質
の
中
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン

を
介
す
る
反
応
は
「
即
時
相
反
応
」
と

呼
ば
れ
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
鼻
の
神
経
を

刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
く
し
ゃ
み
反
射

を
誘
発
し
、
同
時
に
副
交
感
神
経
反
射

や
鼻
腺
の
刺
激
に
よ
り
鼻
水
の
分
泌
を

増
や
し
ま
す
。
一
方
、
Ｌ
Ｔ
ｓ
や
血
小

板
活
性
化
因
子
な
ど
の
化
学
伝
達
物
質

は
好
酸
球
な
ど
の
炎
症
細
胞
を
呼
び
集

め
炎
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
鼻

粘
膜
を
う
っ
血
さ
せ
血
管
か
ら
の
水
分
の
漏
出
を

促
し
て
頑
固
な
鼻
づ
ま
り
を
来
し
ま
す
。
こ
れ
を

「
遅
発
相
反
応
」
と
呼
び
、
抗
原
の
侵
入
の
６
か

ら
10
時
間
後
に
み
ら
れ
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
を
治
療
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
違
い
を
理
解
し
た
上
で
、
患
者
様
ご
自

身
の
最
も
お
困
り
な
症
状
を
お
聞
き
し
、
実
際
の

鼻
粘
膜
の
む
く
み
加
減
な
ど
の
様
子
を
照
ら
し
合

わ
せ
、
効
果
的
な
治
療
法
を
選
択
し
て
ゆ
く
こ
と

が
最
も
大
切
と
考
え
ま
す
。

 通
年
性
と
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
通
年
性
と
季
節
性
に
分

け
ら
れ
、
抗
原
の
種
類
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
通

年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
主
な
抗
原
は
ダ
ニ
や

ペ
ッ
ト
の
毛
や
フ
ケ
な
ど
で
症
状
に
は
多
少
の
波

が
あ
り
ま
す
が
一
年
中
鼻
炎
症
状
が
続
き
ま
す
。

一
方
、
代
表
的
な
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に

は
「
花
粉
症
」
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。
通
年
性

の
抗
原
に
比
べ
、
季
節
性
の
抗
原
は
飛
散
す
る
量

も
多
く
爆
発
的
に
増
え
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま

た
、
あ
る
程
度
飛
散
量
が
予
測
で
き
る
の
で
こ
れ

を
治
療
や
対
策
に
利
用
で
き
る
こ
と
も
特
徴
で

す
。

「協同の心で、安全・納得のできる良質な医療を提供し、地域医療の向上と地域住民の健康に努めます」病院理念
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に
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付
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合
い
す
る
た
め
に

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
・
花
粉
症
と

図1　アレルギー性鼻炎のメカニズム



ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
診
断
の
流
れ

１ 
問
診

く
し
ゃ
み
、
水
の
よ
う
な
鼻
汁
、
鼻
づ
ま
り
な

ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
を
疑

い
、
特
に
く
し
ゃ
み
・
鼻
汁
タ
イ
プ
か
、
鼻
閉
タ

イ
プ
か
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
季
節
性
な
の

か
通
年
性
な
の
か
、
症
状
が
強
ま
る
の
が
屋
内
か

屋
外
か
、
住
環
境
や
ペ
ッ
ト
飼
育
の
有
無
な
ど
を

お
聞
き
し
、
抗
原
を
推
測
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
運

転
や
危
険
な
作
業
に
従
事
し
て
い
る
か
、既
往
歴
、

他
の
薬
剤
の
内
服
な
ど
の
背
景
を
確
認
し
ま
す
。

２ 

鼻
鏡
検
査

鼻
を
軽
く
広
げ
、
鼻
粘
膜
の
状
態
を
観
察
し
ま

す
。
粘
膜
の
色
調
が
蒼
白
に
な
る
の
が
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
の
特
徴
で
、
浮
腫
の
程
度
、
鼻
汁
の

量
と
性
状
を
確
認
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
鼻
中
隔
彎

曲
や
鼻
茸
の
有
無
、
副
鼻
腔
炎
合
併
の
有
無
を
調

べ
ま
す
。

３ 

鼻
汁
検
査

鼻
汁
を
少
量
綿
棒
に
取
り
、
染
色
し
ア
レ
ル

ギ
ー
性
の
炎
症
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

４ 

Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｔ

血
液
中
の
抗
原
特
異
的
な
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
を
調
べ

ま
す
。
そ
の
他
、
鼻
粘
膜
誘
発
テ
ス
ト
や
皮
膚
テ

ス
ト
な
ど
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
治
療

１ 

抗
原
の
除
去
・
回
避

最
も
基
本
的
か
つ
大
切
な
対
策
で
す
。
抗
原
が

鼻
粘
膜
に
接
触
し
な
け
れ
ば
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

は
起
き
ま
せ
ん
。
抗
原
が
特
定
さ
れ
た
ら
身
の
回

り
か
ら
で
き
る
だ
け
抗
原
を
な
く
す
よ
う
努
め
ま

す
（
表
１
）。

２ 

薬
物
療
法
（
表
２
・
３
）

化
学
伝
達
物
質
の
働
き
を
抑
え
る
薬
や
局
所
ス

テ
ロ
イ
ド
薬
な
ど
を
用
い
ま
す
。
く
し
ゃ
み
や

鼻
水
を
抑
え
る
「
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
」、

鼻
づ
ま
り
に
効
果
が
高
い
「
抗
Ｌ
Ｔ
ｓ

薬
」
な
ど
が
あ
り
、
鼻
炎
の
タ
イ
プ
に

よ
り
使
い
分
け
ま
す
。
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

薬
は
眠
気
を
伴
い
や
す
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
第
２
世
代
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
薬
と
呼
ば
れ
る
眠
気
の
起
き
に

く
い
工
夫
が
な
さ
れ
た
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

薬
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

花
粉
症
の
初
期
療
法
（
図
３
）

花
粉
な
ど
季
節
性
が
あ
り
、
飛
散
時

期
が
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
場
合
に
、

飛
散
開
始
と
と
も
に
ま
た
は
少

し
で
も
症
状
が
現
れ
た
時
点
で

薬
物
療
法
を
開
始
す
る
こ
と
を

「
初
期
療
法
」
と
い
い
ま
す
。

本
格
飛
散
の
前
に
化
学
伝
達
物

質
の
働
き
を
抑
え
て
お
く
こ
と

に
よ
り
、
発
症
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
遅
ら
せ
症
状
を
軽
く
さ
せ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
初
期
療
法

の
開
始
時
期
は
本
格
飛
散
の
約

２
週
間
前
が
目
安
で
、
茨
城
県

の
ス
ギ
花
粉
症
の
場
合
、
本
格

飛
散
が
だ
い
た
い
２
月
中
旬
で

す
の
で
２
月
の
初
旬
か
ら
治
療

を
開
始
す
る
の
が
よ
ろ
し
い
か

と
考
え
ま
す
。

３ 

手
術
療
法

鼻
中
隔
彎
曲
症
や
鼻
茸
、
鼻

粘
膜
の
腫
脹
な
ど
で
鼻
の
内
部

に
形
態
異
常
が
あ
る
場
合
に

は
、
薬
物
療
法
に
よ
る
改
善
は

困
難
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
鼻
中
隔
の
ゆ
が
み
を
矯
正
し
た
り
、
鼻
茸

切
除
、
レ
ー
ザ
ー
焼
灼
術
、
後
鼻
神
経
切
断
術
、

vidian

神
経
切
断
術
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

注
射
一
本
で
花
粉
症
が
治
る
？

（
ス
テ
ロ
イ
ド
筋
肉
注
射
の
注
意
）

花
粉
症
に
対
し
大
量
の
ス
テ
ロ
イ
ド
の
筋
肉
注

射
を
行
う
治
療
法
で
す
が
、
全
身
的
な
副
作
用
と

し
て
ホ
ル
モ
ン
異
常
、
糖
尿
病
、
消
化
性
潰
瘍
、

骨
粗
鬆
症
、
注
射
箇
所
の
筋
肉
の
委
縮
・
陥
没
、

感
染
症
の
誘
発
、
高
血
圧
、
白
内
障
、
緑
内
障
な

ど
の
副
作
用
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
と
同
意
が
必

要
な
治
療
法
で
す
。
花
粉
症
に
用
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
、
鼻
ア
レ
ル
ギ
ー

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
推
奨
さ
れ
て
い
な
い
治

療
法
で
す
。

点
鼻
薬
使
用
上
の
注
意 

点
鼻
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
に
血
管
収
縮

薬
が
あ
り
ま
す
。
鼻
の
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
鼻
腔
を
広
げ
鼻
づ
ま
り
を
改
善
さ
せ
る
薬

で
、
即
時
性
に
優
れ
て
い
る
一
方
で
効
果
の
持
続

性
が
短
い
の
が
難
点
で
す
。
そ
の
た
め
、
使
用
頻

度
が
頻
繁
に
な
り
が
ち
で
、
使
い
す
ぎ
る
と
か
え
っ

て
鼻
づ
ま
り
が
ひ
ど
く
な
り
、
慢
性
的
に
鼻
粘
膜

が
肥
厚
し
難
治
性
の
鼻
づ
ま
り
を
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
血
管
収
縮
剤
は
市
販
の
点
鼻
薬
に
も

含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
使
用
説
明
書

に
は
注
意
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
用
法
を

し
っ
か
り
守
り
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
お
近
く
の
耳
鼻
咽
喉
科

か
か
り
つ
け
医
へ

鼻
の
具
合
は
お
天
気
と
一
緒
で
日
々
変
わ
る
も

の
で
す
。
ま
ず
は
お
近
く
の
耳
鼻
咽
喉
科
か
か
り

つ
け
医
に
相
談
し
、
ご
自
身
の
病
状
と
体
質
、
既

往
症
や
併
用
薬
剤
、
生
活
背
景
に
最
も
合
っ
た
治

療
法
と
予
防
法
を
選
び
、
健
康
管
理
を
行
っ
て
ゆ

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

図3　花粉症に対する初期療法

室内ダニの除去
①  掃除には排気循環式の掃除機を用いる。一回20秒/㎡の時
間をかけ、週に2回以上掃除する。

②  織物のソファー、カーペット、畳はできるだけやめる。
③  ベッドのマット、ふとん、枕にダニを通さないカバーをか
ける。

④  部屋の湿度を50%、室温を20～25℃に保つよう努力する。

スギ花粉の回避
① 花粉情報に注意する。
② 飛散の多き時の外出を控える。
③ 飛散の多き時は窓、戸を閉めておく。
④ 飛散の多い時は外出時にマスク、メガネを使う。
⑤  表面がけばけばした毛織物などのコートの使用は避ける。
⑥  帰宅時、衣服や髪をよく払い入室する。洗顔、うがいをし、
鼻をかむ。

⑦ 掃除を励行する。

ペット抗原の回避
① できれば飼育を止める。
② 屋外で飼い、寝室に入れない。
③ ペットとペットの飼育環境を清潔に保つ。
④ 床のカーペットをやめ、フローリングにする。
⑤ 通気をよくし、掃除を励行する。

表1 抗原の除去と回避の方法（鼻アレルギー診療ガイドライン2005年版より改変）

図2　主な花粉の飛散する時期の目安（関東地方）



当
院
で
は
、
小
児
科
が
あ
り
ま
せ
ん
が
当
直
な
ど
を
し
て
い
る
と
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
、
た
ま
に
質
問
さ
れ
る
の
が
、
粉
薬
に
何
か
混
ぜ
て
も
い
い

で
す
か
？
と
い
う
質
問
で
す
。

お
薬
に
よ
っ
て
は
、
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
薬
効
が
落
ち
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
粉
薬
で
相
性
の
良
い
も
の
、
悪
い
も
の
を
あ
げ
て
み
ま
す
。

 

薬
を
飲
ま
せ
る
際
の
注
意
点
は
、
飲
め
る
量
の
ジ
ュ
ー
ス
に
溶
か
す
こ
と
で
す
。
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
だ
と
飲
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
食
前
の

内
服
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

医
師
の
指
示
通
り
に
使
用
し
、
兄
弟
で
使
用
す
る
こ
と
や
、
以
前
、
受
診
し
た
と
き
の
お
薬
の
残
り
な
ど
を
内
服
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（ http://w
w
w
.alba-pharm

acy.co.jp/m
ain/m

am
e/m
am
e_0055.htm

 

）
参
照

薬
剤
部　

石
川　

明
日
香

小
児
の
お
薬

薬
効
分
類

薬品名

飲食物
牛
乳
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳

ヨ
ー
グ
ル
ト

乳
酸
菌
飲
料

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

プ
リ
ン

チ
ョ
コ
ク
リ
ー
ム

コ
コ
ア

練
乳
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
飲
料

お
茶
類

ゼ
リ
ー

温
か
い
飲
み
物

抗
生
剤
・
抗
ウ
ィ
ル
ス
剤

バセトシン細粒 ● － ● － ◎ － － － － － － ◎ － － －
ワイドシリン細粒 200 ◎ － ● ● ◎ － － － － ● ● ● － － －
ケフラール細粒小児用 100㎎ － － ◎ ◎ － ◎ ◎ － － ● ● ● ● － －
セフゾン細粒小児用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
トミロン細粒小児用 100㎎ － － ◎ ○ ◎ － ◎ － － ● ● ○ ● ◎ －
フロモックス小児用細粒 100㎎ ○ － ◎ ● ◎ － － － － ○ ○ ● － － －
メイアクトMS小児用細粒 ◎ － － ● ◎ － － － － － － ● ◎ － －
ファロムドライシロップ小児用 － － － － ◎ － － － － － － ◎ － － －
エリスロシンドライシロップ10％ － － ● ● ◎ － － ◎ ◎ ● ● ● － － －
クラリシッド・ドライシロップ小児用 － － ● ● ◎ － － ◎ ◎ ● ● ● － － －
クラリスドライシロップ小児用 ◎ － ● ● ◎ ◎ － ◎ ◎ ● ● ● － － －
ジスロマック細粒小児用 ◎ ◎ ● － ◎ ◎ － － － ● ● ● ◎ － －
リカマイシンドライシロップ ◎ － ● ● ◎ － － － － ● ● ● － － －
ミノマイシン細粒 △ △ △ ◎ － ◎ ◎ － － － － △ － － －
ホスミシンドライシロップ ○ ○ － － － － － － － － ○ ○ － － －
ソビラックス顆粒 40％ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
グロスパール顆粒 40％ ○ － ○ － － － － － － ○ ○ － － － －
タミフルドライシロップ 3％ － － ◎ ● ● － － ◎ － ◎ ● ◎ － － －

消
化
器
系
薬
剤

ビオフェルミンR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アドソルビン ● ● ○ － ○ － － － － ● ● － － △ －
ロベミン小児用 － － ● － ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ● ● ● － －
ナウゼリンドライシロップ － － ● － ● － － － － － ● ● ● － －

呼
吸
器
系
薬
剤

アスベリンドライシロップ 2％ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
小児用ムコソルバンDS1.5％ ◎ － － － － － － － － － － ◎ ◎ － －
ムコダインドライシロップ ● － － ◎ ◎ － － － － － － － ● － －
ペラチンドライシロップ － － ● ● － － － － － ● ● ● － － －
テオドールドライシロップ 20％ － － ● ● － － － － － ● ● ● － － －

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬

クレ・ママレット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
ニボラジン小児用細粒 0.6％ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
オノンドライシロップ － － － － ○ ○ － － － － － － － － －
ザジテンドライシロップ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
アレジオンドライシロップ 1％ ◎ － ◎ － ◎ － － － － － － － ◎ △ －

解　

熱

鎮
痛
剤

カロナール細粒 20％ △ － ● － △ － － － － ● ● ● － － －

◎ :飲みやすい　○ :問題なし　● :飲みにくくなる　△ :吸収等に影響あり　　 : 不明

重症度 初期療法 軽症 中等症 重症・最重症

病型 くしゃみ・鼻汁型 鼻閉型・完全型 くしゃみ・鼻汁型 鼻閉型・完全型

治療

①遊離抑制薬
② 第2世代
　抗Hi薬
③ 抗LTs薬のいずれか

①第2世代抗Hi薬
② 必要に応じ点鼻ステ
ロイド薬

第2世代抗Hi薬
＋点鼻ステロイド薬

抗LTs薬
＋点鼻ステロイド薬
＋第2世代抗Hi薬

点鼻ステロイド薬
＋第2世代抗ヒHi薬

点鼻ステロイド薬
＋第2世代抗Hi薬
＋抗LTs薬
必要に応じ、点鼻用血管収縮薬、ステロ
イド剤の短期投与

点眼用抗ヒスタミン薬または遊離抑制薬 点眼用抗ヒスタミン薬または遊離抑制薬、または点眼用ステロ
イド薬
鼻閉型で鼻腔形態異常のある場合には手術

特異的免疫療法

抗原除去・回避

重症度 軽症 中等症 重症・最重症

病型 くしゃみ・鼻汁型 鼻閉型・完全型 くしゃみ・鼻汁型 鼻閉型・完全型

治療

① 第2世代抗Hi薬
② 遊離抑制薬のいずれか

①第2世代抗Hi薬
②遊離抑制薬
③点鼻ステロイド薬

①抗LTs薬
②抗PGD2・TXA2薬
③点鼻ステロイド薬

点鼻ステロイド薬
＋第2世代抗ヒHi薬

点鼻ステロイド薬
＋抗LTs薬または抗PGD2・
TXA2薬
必要に応じ、点鼻用血管収縮
薬の短期投与（5～ 7日間）上記①②③のいずれか一つ

必要に応じて①または②に③を併用する

鼻閉型で鼻腔形態異常のある場合には手術

特異的免疫療法

抗原除去・回避

表2　通年性アレルギー性鼻炎の治療（Hi：ヒスタミン　　LTs：ロイコトリエン　PG：プロスタグランジン　TX：トロンボキサン）

表3　花粉症に対する治療法の選択



１
月
30
日
（
日
曜
日
）、
ひ
た
ち

な
か
市
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
『
第
59

回
勝
田
全
国
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
に
、

今
年
も
当
院
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
ま

し
た
。

大
会
は
「
君
よ
！
勝
田
の
風
に
な

れ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ひ
た
ち
な
か
市

の
石
川
運
動
広
場
を
、
メ
イ
ン
会
場

に
、
ひ
た
ち
な
か
市
と
東
海
村
を
走

る「
日
本
陸
上
競
技
連
盟
」公
認
コ
ー

ス
で「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」と「
10
キ
ロ
」

の
２
種
目
、
男
女
年
代
別
14
部
門
に
、

全
国
か
ら
の
健
脚
自
慢
が
、
過
去
最

多
数
の
１
６
、３
７
３
人
（
今
年
の

エ
ン
ト
リ
ー
数
は
１
９
、０
０
０
人

超
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
院
か
ら
は
、
昨
年
は
18
名
で
の

参
加
で
し
た
が
、
今
年
も
、
小
林
裕

幸
（
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー

准
教
授
）
が
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
と

な
り
、「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
に
男
４
名
、

「
10
キ
ロ
」
に
男
女
６
名
、
計
10
名

が
参
加
。
参
加
ス
タ
ッ
フ
は
、
宿
直
・

夜
勤
交
替
・
残
業
等
も
あ
り
、
充
分

な
練
習
時
間
が
取
れ
な
い
の
が
例
年

の
現
状
で
す
。
早
朝
に
千
波
湖
周
回

コ
ー
ス
で
練
習
（
千
波
湖
周
回
が
朝

４
時
に
外
灯
が
点
灯
す
る
の
を
知
っ

1月30日（日）に開催された第59回勝田全国マラソン大会にスタッフ10名が出場し、

全員が完走を遂げました !!

て
い
ま
し
た
か
？
）
し
た
り
、
夜
中
に
近
所
周
り

を
走
っ
た
り
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
と
一
緒
に
走
っ
た
り
、
休
日
返
上
、
寸
暇

を
惜
し
ん
で
練
習
し
大
会
参
加
の
為
に
、
各
自
思

い
思
い
の
練
習
・
調
整
で
準
備
し
ま
し
た
。
大
会

当
日
、
参
加
者
全
員
で
ス
タ
ー
ト
前
に
決
意
の
笑

顔
（
？
）
で
の
記
念
撮
影
（
掲
載
写
真
）。

大
会
日
の
前
日
の
天
気
予
報
は
小
雪
で
、
晴
れ

た
も
の
の
気
温
４
・
１
度
の
肌
寒
い
条
件
の
中
、

午
前
11
時
に
「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
の
部
門
か
ら
ス

タ
ー
ト
。「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
の
部
門
に
は
、
医

師
３
名
、
リ
ハ
ビ
リ
部
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
、
初
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン

小
林
裕
幸
（
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教

授
）
は
「
無
謀
か
と
思
い
ま
す
が
４
時
間
を
切
っ

て
走
り
た
い
」
と
宣
言
し
４
時
間
を
切
り
、
サ
ブ

フ
ォ
ー
ラ
ン
ナ
ー
（
４
時
間
を
切
っ
て
走
る
事
を

サ
ブ
フ
ォ
ー
、
３
時
間
を
切
っ
て
走
る
事
を
サ
ブ

ス
リ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
。）
の
仲
間
入
り
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
レ
ー
ス
途
中
に
は
、
カ
メ

ラ
マ
ン
に
手
を
振
る
余
裕
（
掲
載
写
真
）
を
み
せ

て
の
サ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ン
ナ
ー
で
し
た
。
曽
根
博

仁
（
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）
も
、

レ
ー
ス
途
中
に
は
、
左
手
で
熱
い
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

を
見
せ
（
掲
載
写
真
）、
今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
万
能

ぶ
り
を
見
せ
る
完
璧
な
走
り
で
サ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ン

ナ
ー
。（
２
人
の
医
師
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学
研
究
の

為
に
、
自
ら
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し

て
お
り
ま
す
）。
勝
田
マ
ラ
ソ
ン
初
参
加
の
河
野

衛
（
整
形
外
科
医
師
）
は
、「
東
京
マ
ラ
ソ
ン
」（
２

月
27
日
開
催
）
参
加
の
為
に
自
分
の
走
力
調
整
も

兼
ね
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
手
ご

た
え
を
感
じ
た
ナ
イ
ス
な
レ
ー
ス
で
し
た
。
吉
田

怜
（
リ
ハ
ビ
リ
部
）
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
３
回
目

の
挑
戦
で
す
が
、
今
年
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
辛
さ

を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
ハ
ー
ド
な
レ
ー
ス
で
し

た
。
レ
ー
ス
後
の
「
打
ち
上
げ
会
」
で
曽
根
博
仁

（
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
小
林
裕

幸
（
水
戸
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）
両

医
師
に
マ
ラ
ソ
ン
の
心
得
、
練
習
量
な
ど
を
し
っ

か
り
指
導
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
来
年
は
自
分
で
も

『
や
っ
て
や
る
』と
の
気
持
ち
が
強
く
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
、来
年
の
吉
田
怜（
リ

ハ
ビ
リ
部
）
の
走
り
に
期
待
し
て
下
さ
い
。

「
10
キ
ロ
」
の
部
門
に
は
、
看
護
師
５
名
、
リ

ハ
ビ
リ
部
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
看
護
師
５
名

（
富
田
則
恵
・
吉
成
明
美
・
布
瀬
悦
子
・
馬
場
康
子
・

永
井
幹
子
）
は
、今
年
も
全
員
４
東
病
棟
・
美
ジ
ョ

ガ
ー
（
走
っ
て
い
る
女
性
を
最
近
は
美
ジ
ョ
ガ
ー

と
呼
ん
で
い
ま
す
）
ス
タ
ッ
フ
の
参
加
で
し
た
。

昨
年
は
、背
ナ
ン
バ
ー
（
ゼ
ッ
ケ
ン
）
の
下
に
『
看

護
師
募
集
！
』
の
Ｐ
Ｒ
を
貼
付
し
、
た
く
さ
ん
Ｐ

Ｒ
す
る
為
に
、
ゆ
っ
く
り
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
し
な
が
ら

走
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
全
員
が
本
気
モ
ー
ド
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
し
た
。全
員
が「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。」
と
笑
顔
満
面
で
、
今
年
は
２
回
目
の
参
加

ス
タ
ッ
フ
が
多
く
「
全
員
が
完
走
を
遂
げ
ま
し

た
。」
と
い
う
よ
り
、
昨
年
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
た
し
っ
か
り
し
た
走
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
し
た
。
唯
一
男
性
参
加
の
鈴
木
恒
（
リ
ハ
ビ
リ

部
）
は
、
今
年
は
、
調
整
の
為
に
「
10
キ
ロ
」
に

エ
ン
ト
リ
ー
変
更
し
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
整
形

外
科
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
余
裕
の
走
り
で
、
物

足
り
な
さ
す
ら
感
じ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
右
膝

【フルマラソンの部】4名出場
曽根博仁（水戸地域医療教育センター教授）、小林裕幸（水戸地域医療教育センター准教授）、河野衛（整形外科医師）、吉田怜（リハビリ部）
【10kmの部】6名出場
富田則恵（看護部）、吉成明美（看護部）、布瀬悦子（看護部） 、馬場康子（看護部）、永井幹子（看護部）、鈴木恒（リハビリ部）

水
戸
協
同
病
院
は
今
後
も

走
り
続
け
ま
す
！

水
戸
協
同
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
勝
田
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場

ひ
た
ち
な
か
の
風
に
な
る



食
に
関
し
て
の
豆
知
識

　
　

チ
ー
ズ
の
王
様
の
話

お
い
し
い
チ
ー
ズ
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
『
イ
タ
リ

ア
チ
ー
ズ
の
王
様
』
と
い
わ
れ
て
い
る
【
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
・
レ
ッ
ジ
ャ
ー

ノ
】
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
チ
ー
ズ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
先
住
民
が
２
０
０
０
年
も
前
か
ら
作
っ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
北
イ
タ
リ
ア
の
ポ
ー
河
流

域
で
は
、
同
じ
よ
う
な
チ
ー
ズ
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

１
９
５
５
年
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
地
方
の
限
ら
れ
た
土
地
で
規
定
に

沿
っ
て
作
ら
れ
た
チ
ー
ズ
の
み
を【
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
・

レ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
】
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
わ

ゆ
る
こ
の
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
チ
ー
ズ
で
す
。
こ
の
チ
ー

ズ
は
１
日
１
回
の
限
定
生
産
で
、
１
年
後
の
検
査
に

合
格
し
た
も
の
だ
け
が
こ
の
名
が
付
き
ま
す
。
熟
成

期
間
は
、
最
低
で
も
18
ヶ
月
以
上
と
非
常
に
長
く
、

48
ヶ
月
以
上
に
な
る
と
味
に
深
み
が
出
て
最
高

級
品
と
な
り
価
値
も
上
が
っ
て
き
ま
す
。現
在
も
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー

ニ
ャ
周
辺
の
銀
行
に
チ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
け
ば
、
そ
れ
を
担
保
に
お
金
が

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
価
値
あ
る
も
の
で
す
。

パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
は
、
直
径
35

－

45
㎝
、
高
さ
18

－

24
㎝
、
重
さ
30
㎏

太
鼓
型
の
大
き
な
チ
ー
ズ
で
す
。
側
面
に
検
査
合
格
の
刻
印
が
全
体
に
押

さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
味
は
ク
セ
が
な
く
、
旨
味
成
分
が
結
晶
化

し
甘
く
優
し
い
風
味
で
コ
ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ズ
は
赤
ワ
イ
ン
と

よ
く
合
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
チ
ー
ズ
卸
器
で
卸
し
た
て
の
チ
ー
ズ
を
パ
ス
タ

や
リ
ゾ
ッ
ト
、
サ
ラ
ダ
に
加
え
て
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
風
味
、
コ

ク
と
も
増
し
て
と
て
も
美
味
し
く
頂
け
ま
す
。
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ノ
は
チ
ー

ズ
専
門
店
で
買
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栄
養
部　

中
村　
　

敦

■
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
医
師
２
名
、
保
健

師
３
名
、
事
務
員
３
名
の
計
８
名
で
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

主
な
業
務
と
し
て
は
、
施
設
内
で
行
う
健
診

と
出
張
健
診
が
あ
り
ま
す
。
施
設
内
で
行
う
健

診
と
し
て
は
、
一
日
ド
ッ
ク
・
二
日
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
・
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の
人
間
ド
ッ
ク
や
事
業

所
健
診
、
採
用
時
健
診
、
特
定
健
診
、
労
働
局

か
ら
依
頼
さ
れ
る
健
康
管
理
手
帳
所
持
者
に
対

す
る
健
診
（
塵
肺
・
石
綿
・
特
殊
化
学
物
質
）、

職
員
健
診
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
出
張
健
診
と
し

て
は
、
農
協
組
合
員
を
対
象
に
し
た
農
業
従
事

者
健
診
と
農
協
健
康
保
険
組
合
に
加
入
し
て
い

る
事
業
所
を
対
象
に
し
た
生
活
習
慣
病
健
診
で

す
。皆

さ
ん
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
意
識
は
し
て

い
ま
す
が
、
た
だ
健
診
を
受
け
て
い
る
と
い
う

方
が
多
く
、
健
診
結
果
を
前
向
き
に
捉
え
ら
れ

な
い
方
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。  

健
診
は
体
と
こ
こ
ろ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
。

理
想
と
す
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
実
現
す
る
た

め
に
も
年
に
一
回
健
診
を
受
け
、
健
康
管
理
に

留
意
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
笑
顔
を
忘
れ

ず
に
受
診
者
の
健

康
管
理
・
健
康
増

進
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

の
怪
我
の
為
に
レ
ー
ス
参
加
は
で
き
ず
、
チ
ー
ム

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、
や
は

り
応
援
よ
り
走
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
悔
し
さ
も
感

じ
ま
し
た
。
是
非
、
来
年
は
し
っ
か
り
自
己
管
理

を
し
て
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
定
さ
れ
て
い
た
「
打
ち
上
げ
会
」
で
は
、
筋

肉
の
痛
み
を
忘
れ
「
専
門
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方

法
」
や
「
来
年
は
、ま
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
揃
え
て
、

仲
間
を
増
や
し
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
！
」、「
陸
上

部
を
作
ろ
う
！
」
な
ど
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。今
年
も
当
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
、一
つ
に
な
っ

て
纏
ま
れ
た
事
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
・
長
距
離
と
言
う
と
、
辛
く
て
き
つ
い
、

苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
り
、
学
生
時
代
の
罰

則
で
走
ら
さ
れ
た
り
と
、
イ
ヤ
な
印
象
ば
か
り
で

す
が
、
決
し
て
、
そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

大
会
参
加
者
も
全
員
が
超
エ
リ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
来
年
は
、
第
60
回

の
記
念
大
会
で
招
待
選
手
も
参
加
さ
れ
ま
す
。
是

非
と
も
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
参

加
し
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
朝
早
く

か
ら
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
職
員
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
差
し

入
れ
、
荷
物
置
場
に
使
用
し
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の

貸
出
し
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
助

か
り
ま
し
た
。
参
加
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
紙
面
を
お

借
り
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
多

く
の
市
民
の
皆
様
よ
り
沿
道
で
熱
い
応
援
を
頂
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
水
戸
地
域
医
療
教
育

セ
ン
タ
ー
・
茨
城
県
厚
生
連 

総
合
病
院 

水
戸
協

同
病
院
は
、
病
院
理
念
の
通
り
、「
協
同
の
心
で

安
全
・
納
得
の
で
き
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
、

地
域
医
療
の
向
上
と
地
域
住
民
の
健
康
に
努
め
」

マ
ラ
ソ
ン
同
様
に
一
生
懸
命
に
走
り
続
け
ま
す
。

医
事
課　

大
曽
根　

清

当
セ
ン
タ
ー
呼
吸
器
内
科
教

授
佐
藤
医
師
が
「
多
年
に
わ
た

り
胸
部
検
診
読
影
業
務
に
携
わ

り
、
肺
が
ん
の
早
期
発
見
に
貢

献
し
た
」
と
し
て
平
成
22
年
度

茨
城
県
総
合
健
診
協
会
長
、
結

核
予
防
会
茨
城
支
部
長
功
労
者

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

功　

労　

賞　

受　

賞
呼
吸
器
内
科　

佐
藤　

浩
昭



入
院
の
場
合

⒈　

70
歳
未
満
の
方
が
医
療
機
関
に
入
院
し

た
と
き
等
（
入
院
の
他
一
部
在
宅
医
療
）
の

高
額
療
養
費
の
支
給
方
法
が
あ
り
ま
す
。
窓

口
負
担
が
月
単
位
で
一
定
の
限
度
額
に
と
ど

め
ら
れ
、
窓
口
で
多
額
の
現
金
を
支
払
う
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

⒉　

こ
の
取
り
扱
い
を
受
け
る
た
め
に
は
、

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
者
に
事

前
の
申
請
を
行
い
、
保
険
者
か
ら
発
行
さ
れ

る
限
度
額
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提

示
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
上
記

の
手
続
き
を
行
わ
な
い
場
合
は
従
来
ど
お
り

で
す
。

⒊　

事
前
の
申
請
に
必
要
な
手
続
き
や
転
院

し
た
と
き
の
取
扱
い
、
さ
ら
に
高
額
療
養
費

の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
場
合
な
ど
、
ご
不
明

の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
詳
し
く
は
加
入
さ

れ
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
者
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

外
来
の
場
合

⒈　

健
康
保
険
組
合
に
も
よ
り
ま
す
が
、
高

額
貸
付
制
度
が
利
用
出
来
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険

の
保
険
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

尚
、
当
院
で
も
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、

事
務
宮
本
に
声
を
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

医
事
課　

宮
本　

隆
光

入
院
・
外
来
医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
な
患
者
様
へ

2011年　看護の日

健康チェック、治療食の紹介、
野菜販売、バザー

看護の心をみんなのこころに

２０１１年　５月１２日（木）
総合病院水戸協同病院
健康管理センター
９：００～１３：００

日  時

場  所

時  間

イベント内容（予定）

筑波大学附属病院　水戸地域医療教育センター
総合病院　水戸協同病院   看護部

庶務課

茨城県内の有力病院が一堂に会する合同就職説明会です。
この機会にそれぞれの病院の特色や職場の雰囲気など直接聞いてみませんか。

平成 23 年

時　　間 12：00～17：00（受付11：30～）
4 /16土
※当院も参加します 

具体的な日時はホームページ等で告知いたします。

5月開催予定
フェリヴェール・サンシャイン
水戸市白梅 2-3-86

会　　場

　

面
会
者
の
市
営
駐
車
場
料
金
の

　

変
更
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　

平
成
23
年
４
月
１
日
㈮
よ
り
、
面
会
者

（
お
見
舞
い
等
・
ご
家
族
の
方
も
含
み
ま

す
）
の
市
営
駐
車
場
の
料
金
補
助
を
中
止

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
理
解
・
ご

協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

尚
、
外
来
受

診
の
皆
さ
ま
は

変
更
あ
り
ま
せ

ん
。


